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 「福岡地区朝鮮学校を支援する会」には、2015年スタート

時から、運営委員として関わってきました。そのきっかけと

なったのが、２００９年12月4日に起こった、在特会（在日朝鮮

人の特権を許さない市民の会）による京都朝鮮学校への「襲

撃」事件でした。白昼堂々と在日朝鮮人排撃を公然と掲げて

市街を練り歩くレイシストたちの登場は、ある意味では私た

ち日本人が、戦後70年をかけて作り上げてきた「許してし

まった！！」現実であることを認識することから出発するべ

きだと思います。敗戦後、新たに出発した日本は、焦土と化

した焼け跡の前で、どんな社会を目指したのかを今一度思い

起こしたいと思います。ヘイトスピーチも高校無償化除外

も、朝鮮学校への補助金カットも本質は同じ問題です。朝鮮

学校を「北朝鮮・拉致」という言葉で関連付ければ、差別も

排除も迫害も許される。こんな社会を目指したわけではない

はずです。「日本型ヘイトスピーチとは何か」を著した梁英聖

（ﾘｬﾝ･ﾖﾝｿﾝ)さんはこうした事態を「社会を破壊するレイ

シズムの登場」として分析してましたが、まさしく、「差別」は

社会を壊します。高校無償化からの朝鮮学校除外、そして補

助金廃止という問題は単なるお金の問題ではありません。日

本という国と各自治体が、当然保障すべき民族教育を行う

権利を侵害しているというあからさまな差別であり、尊厳の

問題です。壊されていく社会に衝撃を受け、これに抗すべく

結成された「福岡地区朝鮮学校を支援する会」も今年で10

年目を迎えます。この間、朝鮮学校を取り巻く環境は、全国

的規模で闘われた「無償化裁判闘争」敗訴を始め依然として

厳しいものがあります。しかし私たちは負けません。闘い続け

れば負けないからです。必ず、仲間は増え、偏見のない寛容

な社会が実現すると確信してます。そして、この不屈の精神

は、朝鮮学校との「交流」と「共闘」を通して、私たち日本     

                                 人に伝えてくれたものではないで 

                                 しょうか。「在日」の運動が、日本社 

                                 会の運動にならなければなりませ 

                                 ん。「朝鮮人の運動」ではなく「日本 

                                 人の運動」でもなく、「ここに住む者 

                                 たちの運動」として展開していく先 

                                 に、確かな未来を展望できると思い 

                                 ます。 

藤岡正明 

  今まで培ってきたウリマルで

＜話す力＞を様々な部門で発

揮しました。中でも３学年によ

る芸術宣伝は団結パワーがみ

なぎり輝いて見えました。高学

年の中で、優秀賞に選ばれた

児童たちが、本選に出場しま

す。これからも、児童たちに温

か い 声 援 を お 願 い し ま す 。 


